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地域協働による鑑賞型伝統工芸 eラーニング コンテンツの開発

1.　はじめに

e ラーニングは現在，教育システムとしての成熟を

迎え，企業教育や学校教育において活用や評価の実績

を蓄積している状態と言える．個人学習や協調学習に

おいて学習支援システムとして有益な結果が実証でき

ており，コンテンツ部分の研究や開発も行われてい

る．

今後，e ラーニングは知識到達やスキルアップ，資

格取得といった内容の教材コンテンツから，さらに拡

張し，趣味嗜好，見識見聞等，生涯学習としての学び

の豊かさを求める人々のための鑑賞型コンテンツを準

備していく必要がある．

これまでもそのような Web ベースのコンテンツメ

ディアがなかった訳ではないが，ネットワーク帯域が

視聴環境を左右する e ラーニングにおいて，ストリー

ミングベースの動画は解像度，画質の面において精細

で鮮やかとは言えなかった．

また，大学等がネットワークやサーバ等システム構

築には予算を整備しても，手間がかかる映像コンテン

ツに関しては人手や予算をかけられない部分もあっ

た．

さらに，講師は教材資料が作成できてもコンテンツ

開発やオーサリング技術に長けているわけではない．

今後 e ラーニング教材コンテンツは，魅力的なコンテ

ンツを企画し，完成度を高めるディレクターの存在が

不可欠となるだろう．

本論文の構成は，2章で本教材開発の目的を説明し，

3 章で本教材開発の内容を，4 章の開発システムでシ

ステムの概要と制作工程を説明し，5 章で教材開発の

評価と課題点を論ずる．最後に，6章でまとめとする．

2.　開発目的

佐賀県有田町は国内有数の陶磁器産地であり，伝統

工芸学習や総合的な学習など地域教育の e ラーニング

教材として活用されるべきリソースが豊富にある．著

者らは，これらリソースを情報財としてビデオを中心

にした鑑賞型 e ラーニング教材を開発した．

現在の e ラーニング教材はストリーム配信映像を中

心としたコンテンツが多いが，映像要素はほとんどが

講義上の補完であり , インストラクショナルデザイン

上では資料の一部ととらえられている．e ラーニング

は LMS や CSCL など学習支援システム開発面では急
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